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安
西
敏
三
教
授　
年
譜
 （甲南法学’ １７）５７─３・４
略　
　
　
歴
〔
経
歴
〕
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
一
一
月
一
二
日
、
愛
知
県
犬
山
市
に
生
れ
る
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
三
月
、
愛
知
県
立
名
古
屋
西
高
等
学
校
卒
業
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
四
月
、
学
習
院
大
学
法
学
部
政
治
学
科
入
学
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
三
月
、
同
卒
業
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
四
月
、
株
式
会
社
廣
川
書
店
入
社
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
二
月
、
同
退
社
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
四
月
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
修
士
課
程
入
学
一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
三
月
、
同
修
了
（
法
学
修
士
）
一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
四
月
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
博
士
課
程
入
学
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
三
月
、
同
修
了
（
所
定
単
位
修
得
）
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
四
月
、
日
本
学
術
振
興
会
奨
励
研
究
員
採
用
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
三
月
、
同
満
期
修
了
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
四
月
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
研
究
生
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
三
月
、
同
修
了
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
四
月
、
甲
南
大
学
法
学
部
助
教
授
就
任
（
政
治
思
想
史
担
当
）
年　　　譜
（甲南法学’ １７）５７─３・４
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
七
月
よ
り
九
月
ま
で
の
三
か
月
間
、
私
学
研
修
福
祉
会
在
外
研
究
補
助
費
に
よ
り
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
、
シ
カ
ゴ
、
コ
ー
ネ
ル
、
ハ
ー
バ
ー
ド
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
ヨ
ー
ク
、
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
な
ど
の
各
大
学
に
て
調
査
研
究
一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
四
月
、
甲
南
大
学
法
学
部
教
授
就
任
（
政
治
思
想
史
、
後
日
本
政
治
思
想
史
、
日
本
政
治
史
担
当
）
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
四
月
よ
り
翌
三
月
ま
で
の
一
年
間
、
甲
南
大
学
国
内
研
究
員
規
定
第
四
条
に
よ
り
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
に
て
国
内
研
究
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
五
月
よ
り
三
年
間
、
甲
南
大
学
生
活
協
同
組
合
理
事
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
三
月
、
慶
應
義
塾
大
学
よ
り
博
士
（
法
学
）
授
与
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
九
月
よ
り
翌
年
八
月
ま
で
の
一
年
間
、
甲
南
大
学
在
外
研
究
規
定
第
六
条
に
よ
り
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
聖
ア
ン
ト
ニ
ー
ズ
学
寮
準 
上
席 
研
究
員
 
、
同
大
学
日
産
日
本
研
究
所
シ
ニ
ア
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
メ
ン
バ
ー
 
訪
問
研
究
員 
と
な
り
在
外
研
ヴ
ィ
ジ
テ
ィ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
究
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
四
月
よ
り
一
年
間
、
甲
南
大
学
法
学
部
法
学
科
主
任
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
四
月
よ
り
一
年
間
、
甲
南
大
学
広
域
副
専
攻
セ
ン
タ
ー
長
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
四
月
よ
り
一
年
間
、
甲
南
大
学
法
学
部
長
・
甲
南
学
園
理
事
・
同
評
議
員
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
四
月
よ
り
一
年
間
、
甲
南
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
法
学
専
攻
主
任
二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年
四
月
よ
り
四
年
間
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
長
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
四
月
よ
り
一
年
間
、
甲
南
大
学
法
学
科
主
任
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
五
月
よ
り
二
年
間
、
甲
南
大
学
生
活
協
同
組
合
理
事
 （甲南法学’ １７）５７─３・４
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
五
月
よ
り
現
在
、
甲
南
大
学
生
活
協
同
組
合
理
事
長
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
四
月
よ
り
現
在
、
慶
應
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
所
員
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
四
月
よ
り
二
年
間
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
長
　
そ
の
他
、
神
戸
商
船
大
学
教
養
部
（
政
治
学
）、
神
戸
市
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
（
社
会
思
想
史
）、
京
都
大
学
法
学
部
（
日
本
政
治
思
想
史
）
に
て
非
常
勤
講
師
を
勤
め
る
。
　
ま
た
以
下
の
学
内
委
員
を
務
め
た
。
　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
運
営
評
議
会
、
学
園
史
資
料
室
委
員
、
学
生
相
談
室
委
員
会
、
学
生
部
委
員
、
学
長
候
補
者
選
挙
管
理
委
員
会
、
学
長
辞
任
請
求
管
理
員
会
、
管
理
運
営
関
係
実
施
委
員
会
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
委
員
会
、
教
育
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
、
教
育
職
員
養
成
課
程
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
、
教
職
課
程
委
員
会
、
教
務
部
委
員
、
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
実
験
安
全
委
員
会
、
言
語
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
、
研
究
・
教
育
交
流
委
員
会
、
広
域
副
専
攻
科
目
実
行
準
備
員
会
、
広
域
副
専
攻
全
学
検
討
委
員
会
、
広
域
副
専
攻
セ
ン
タ
ー
運
営
員
会
、
広
域
副
専
攻
セ
ン
タ
ー
協
議
会
、
広
域
副
専
攻
セ
ン
タ
ー
代
表
専
門
委
員
、
公
開
講
座
委
員
会
、
合
同
教
授
会
、
甲
南
学
園　
年
史
編
集
委
員
会
、
甲
南
学
園
広
報
編
集
委
員
会
、
甲
南
学
園
平
生
釟
三
郎
研
究
８０
会
、
甲
南
大
学
と
甲
南
高
等
学
校
・
中
学
校
と
の
協
議
会
、
甲
南
大
学
と
甲
南
高
等
学
校
・
中
学
校
と
の
連
絡
協
議
会
、
甲
南
大
学
と
ト
ゥ
レ
ー
ヌ
甲
南
学
園
高
等
部
と
の
協
議
会
、
甲
南
大
学
と
フ
ラ
ン
ス
甲
南
学
園
ト
ゥ
レ
ー
ヌ
高
等
部
と
の
連
絡
協
議
会
、
国
際
交
流
助
成
運
営
委
員
会
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
協
議
会
、
サ
イ
バ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
運
営
委
員
会
、
サ
イ
バ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協
議
会
、
自
己
点
検
・
評
価
運
営
委
員
会
、
自
己
点
検
評
価
・
管
理
運
営
関
係
実
施
委
員
会
、
自
己
点
検
・
評
価
教
育
活
動
実
施
委
員
会
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
委
員
会
、
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
、
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
協
議
会
、
職
業
指
導
委
員
、
新
５
号
館
（
３
階
等
）
学
習
情
報
環
境
整
備
委
員
会
、
人
権
問
題
委
員
会
、
全
学
共
通
科
目
連
絡
会
、
総
合
研
究
所
委
員
会
、
大
学
院
委
員
年　　　譜
（甲南法学’ １７）５７─３・４
会
、
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
委
員
会
、
大
学
会
議
員
、
大
学
教
育
検
討
委
員
会
、
大
学
自
己
評
価
・
自
己
点
検
制
度
準
備
員
会
、
大
学
自
己
評
価
委
員
会
、
長
期
計
画
推
進
委
員
会
、
図
書
館
商
議
員
、
日
本
育
英
会
甲
南
大
学
委
員
部
、
ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
協
議
会
、
平
生
釟
三
郎
日
記
編
集
委
員
会
、
法
科
大
学
院
（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）
設
置
委
員
会
、
法
科
大
学
院
（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）
設
置
準
備
委
員
会
、
法
学
部
法
学
科
図
書
管
理
委
員
、
補
導
協
議
委
員
会
、Inter-Faculty
Program
 
  
  
             
設
立
委
員
会
、
５
号
館
建
設
委
員
会
そ
の
他
、
甲
南
大
学
体
育
会
空
手
道
部
、
同
ラ
グ
ビ
ー
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
顧
問
、
学
外
委
員
と
し
て
は
日
本
政
治
学
会
文
献
委
員
（
二
〇
〇
四
年
度
、
二
〇
一
一
年
度
）、
同
書
評
委
員
（
二
〇
一
四
年
度
）
な
ど
を
務
め
た
。
〔
賞
罰
〕
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
三
月
、
平
成
二
年
度
第
八
回
村
尾
育
英
会
学
術
賞
受
賞
二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年
四
月
、
永
年
勤
務
に
よ
る
表
彰
（
二
〇
年
表
彰
）
〔
所
属
学
会
〕
日
本
政
治
学
会
、
社
会
思
想
史
学
会
、
日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
、
政
治
思
想
学
会
、
慶
應
法
学
会
、
福
澤
諭
吉
協
会
主
要
業
績
〔
単
著
〕
福
沢
諭
吉
と
西
欧
思
想
─
自
然
法
・
功
利
主
義
・
進
化
論
─
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
三
月
 （甲南法学’ １７）５７─３・４
福
澤
諭
吉
と
自
由
主
義
─
個
人
・
自
治
・
国
体
─
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
五
月
〔
共
著
（
編
著
、
共
編
著
を
含
む
）〕
平
生
釟
三
郎
の
日
記
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
、
一
九
八
六
年
三
月
平
生
釟
三
郎
の
総
合
的
研
究
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
、
一
九
八
九
年
三
月
戦
後
日
本
の
社
会
文
化
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
、
一
九
九
〇
年
、
三
月
平
生
釟
三
郎
と
そ
の
時
代
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
、
一
九
九
一
年
三
月
甲
南
大
学
法
学
部　
年
の
歩
み
、
甲
南
大
学
法
学
部
、
一
九
九
一
年
三
月
３０
近
代
イ
ギ
リ
ス
の
比
較
文
化
史
的
研
究
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
、
一
九
九
一
年
三
月
近
代
日
本
の
意
味
を
問
う
、
木
鐸
社
、
一
九
九
二
年
三
月
　
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
思
想
・
文
化
・
社
会
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
、
一
九
九
三
年
三
月
１９平
生
釟
三
郎
の
人
と
思
想
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
、
一
九
九
三
年
三
月
法
学
・
政
治
学
へ
の
道
し
る
べ
、
甲
南
大
学
法
学
部
、
一
九
九
五
年
四
月
近
代
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
思
想
、
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
五
年
一
二
月
復
興
の
政
治
経
済
学
、
甲
南
大
学
阪
神
大
震
災
調
査
委
員
会
、
一
九
九
七
年
三
月
近
代
イ
ギ
リ
ス
の
思
想
と
文
学
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
、
一
九
九
七
年
三
月
近
代
国
家
の
再
検
討
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
平
生
釟
三
郎
─
人
と
思
想
─
、
甲
南
学
園
、
一
九
九
九
年
一
一
月
年　　　譜
（甲南法学’ １７）５７─３・４
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
社
会
と
文
化
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
イ
ギ
リ
ス
の
諸
問
題
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
三
月
福
澤
諭
吉
の
法
思
想
─
視
座
・
実
践
・
影
響
─
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
八
月
平
生
釟
三
郎
─
人
と
思
想
─
Ⅱ
、
甲
南
学
園
、
二
〇
〇
三
年
三
月
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
に
お
け
る
「
民
族
」
問
題
と
そ
の
周
辺
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
三
月
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
三
月
新
平
生
釟
三
郎
の
こ
と
ば
、
甲
南
学
園
、
二
〇
〇
五
年
三
月
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
英
国
と
東
ア
ジ
ア
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年
四
月
現
場
と
し
て
の
政
治
学
、
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
七
年
三
月
明
治
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
一
月
慶
應
の
政
治
学
─
政
治
思
想
─
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
道
徳
哲
学
の
現
在
─
社
会
と
倫
理
─
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
三
月
故
伊
藤
正
雄
教
授
文
書
の
整
理
と
研
究
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
二
月
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
時
代
精
神
、
萌
書
房
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
甲
南
大
学
法
学
部　
年
の
歩
み
、
甲
南
大
学
法
学
部
、
二
〇
一
一
年
三
月
５０
平
生
釟
三
郎
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
的
伝
統
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
三
月
法
学
部
創
立　
周
年
記
念
エ
ッ
セ
イ
集
、
学
習
院
大
学
法
学
会
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
５０
現
代
日
本
と
平
生
釟
三
郎
、
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
五
年
三
月
 （甲南法学’ １７）５７─３・４
岡
本
わ
が
町
─
岡
本
か
ら
の
文
化
発
信
─
、
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
五
年
四
月
知
的
公
共
圏
の
復
権
の
試
み
、
行
路
社
、
二
〇
一
六
年
九
月
〔
学
術
論
文
〕
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
儒
教
思
想
へ
の
理
解
と
西
欧
近
代
思
想
と
の
関
連
─
近
代
化
と
西
欧
化
─
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
〔
政
治
編
〕
昭
和
四
十
九
年
度
、
一
九
七
五
年
三
月
明
治
啓
蒙
期
に
お
け
る
国
民
形
成
の
思
想
─
西
欧
国
家
概
念
の
摂
取
と
展
開
─
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
、
昭
和
五
十
一
年
度
、
一
九
七
七
年
三
月
福
沢
諭
吉
と
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
女
性
の
隷
従
』、
福
澤
諭
吉
年
鑑
６
、
一
九
七
八
年
一
一
月
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
認
識
の
問
題
─
文
体
・
倫
理
・
学
問
・
歴
史
─
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
、
昭
和
五
十
三
年
度
、
一
九
七
九
年
三
月
福
沢
諭
吉
と
Ａ
・
Ｄ
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル
『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
序
説
、
福
澤
諭
吉
年
鑑
６
、
一
九
七
九
年
一
〇
月
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
西
欧
政
治
思
想
の
摂
取
と
そ
の
展
開
と
に
関
す
る
一
考
察
─
普
遍
的
人
権
の
原
理
を
中
心
に
─
、
法
学
研
究
、
第
五
十
三
巻
第
二
号
、
一
九
八
〇
年
二
月
福
沢
諭
吉
の
学
問
観
─
ミ
ル
、
バ
ッ
ク
ル
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
諸
著
作
へ
の
ノ
ー
ト
を
中
心
に
─
、
三
田
学
会
雑
誌
、
第
七
十
五
巻
第
三
号
、
一
九
八
二
年
六
月
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
政
治
原
理
の
構
造
と
展
開
─
「
西
欧
近
代
思
想
」
導
入
と
の
関
連
─
（
一
）、
甲
南
法
学
、
第
二
十
三
巻
第
三
・
四
巻
合
併
号
、
一
九
八
三
年
三
月
年　　　譜
（甲南法学’ １７）５７─３・４
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
政
治
原
理
の
構
造
と
展
開
─
「
西
欧
近
代
思
想
」
導
入
と
の
関
連
─
（
二
）、
甲
南
法
学
、
第
二
十
四
巻
第
二
号
、
一
九
八
四
年
三
月
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
政
治
原
理
の
構
造
と
展
開
─
「
西
欧
近
代
思
想
」
導
入
と
の
関
連
─
（
三
）、
甲
南
法
学
、
第
二
十
六
巻
第
一
号
、
一
九
八
五
年
八
月
福
沢
諭
吉
と
Ｗ
・
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
釈
義
』
─
『
西
洋
事
情
』
第
二
編
に
お
け
る
導
入
に
ま
つ
わ
る
若
干
の
問
題
─
、
近
代
日
本
研
究
、
第
二
巻
、
一
九
八
六
年
三
月
平
生
釟
三
郎
、
そ
の
教
育
理
念
に
関
す
る
一
考
察
、
甲
南
法
学
、
第
二
十
五
巻
第
二
号
、
一
九
八
六
年
三
月
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
政
治
原
理
の
構
造
と
展
開
─
「
西
欧
近
代
思
想
」
導
入
と
の
関
連
─
（
四
）、
甲
南
法
学
、
第
二
十
八
巻
第
二
号
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
政
治
家
と
し
て
の
平
生
釟
三
郎
（
一
）、
甲
南
法
学
、
第
二
十
八
巻
第
三
号
、
一
九
八
八
年
三
月
政
治
家
と
し
て
の
平
生
釟
三
郎
（
二
）、
甲
南
法
学
、
第
二
十
九
巻
第
二
号
、
一
九
八
九
年
一
月
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
政
治
原
理
の
構
造
と
展
開
─
「
西
欧
近
代
思
想
」
導
入
と
の
関
連
─
（
五
）、
甲
南
法
学
、
第
三
十
巻
第
二
号
、
一
九
九
〇
年
一
月
戦
後
政
治
小
考
─
一
つ
の
吉
田
茂
論
─
、
甲
南
法
学
、
第
三
十
巻
第
三
・
四
合
併
号
、
一
九
九
〇
年
三
月
福
沢
諭
吉
と
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
功
利
主
義
』、
甲
南
法
学
、
第
三
十
一
巻
第
一
号
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
平
生
釟
三
郎
と
生
の
目
的
─
『
自
叙
伝
』
解
説
─
、
甲
南
法
学
、
第
三
十
一
巻
第
三
・
四
合
併
号
、
一
九
九
一
年
三
月
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
政
治
原
理
の
構
造
と
展
開
─
「
西
欧
近
代
思
想
」
導
入
と
の
関
連
─
（
六
）、
甲
南
法
学
、
第
三
十
二
巻
第
一
・
二
合
併
号
、
一
九
九
二
年
三
月
 （甲南法学’ １７）５７─３・４
平
生
釟
三
郎
に
お
け
る
生
と
目
的
、
そ
の
二
─
続
『
自
叙
伝
』
解
説
─
、
甲
南
法
学
、
第
三
十
四
巻
第
一
号
、
一
九
九
三
年
、
九
月
福
沢
に
お
け
る
ス
ペ
ン
サ
ー
問
題
─H
.Spencer,
 
 
       
The
Study
of
Sociology
      
     
    
 
  ,
1874
 
     
及
びFirst
Principles
of
A
N
ew
System
 
 
  
   
  
 
    
 
  
  
     
 
 
of
Philosoph
  
        y  ,
2nd
ed.
1875
 
       
    
と
の
対
話
─
（
一
）、
甲
南
法
学
、
第
三
十
四
巻
第
二
号
、
一
九
九
三
年
一
二
月
福
沢
に
お
け
る
ス
ペ
ン
サ
ー
問
題
─H
.Spencer,
 
 
       
The
Study
of
Sociology
      
     
    
 
  ,
1874
 
    
及
びFirst
Principles
of
A
N
ew
System
 
 
  
   
  
 
    
 
  
  
     
 
 
of
Philosoph
  
        y  ,
2nd
ed.
1875
 
       
    
と
の
対
話
─
（
二
）、
甲
南
法
学
、
第
三
十
四
巻
第
三
・
四
号
合
併
号
、
一
九
九
四
年
三
月
福
沢
諭
吉
と
Ｈ
・
ス
ペ
ン
サ
ー
『
第
一
原
理
』
─
第
二
部
第
一
・
二
・
三
章
を
読
む
─
、
法
学
研
究
、
第
六
十
七
巻
第
十
二
号
、
一
九
九
四
年
十
二
月
福
沢
諭
吉
と
Ｆ
・
Ｐ
・
Ｇ
・
ギ
ゾ
ー
、
そ
れ
に
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
─
「
独
一
個
人
の
気
象
」
考
─
、
法
学
研
究
、
第
七
十
巻
第
二
号
、
一
九
九
七
年
二
月
The
Law
of
N
ature,
U
tilitarianism
an
       
   
 
  
   
 
   
  
  
 
   d
The
E
volution
Theory
in
M
odern
Jap
       
   
            
  
         an   
─A
C
ase
Study
of
Yukichi
 
  
      
     
    
  
Fukuzaw
a
       
 
、
甲
南
法
学
、
第
三
十
七
巻
第
三
号
、
一
九
九
七
年
四
月
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
国
体
観
念
の
転
回
、
近
代
日
本
研
究
、
第
十
五
巻
、
一
九
九
九
年
三
月
福
澤
諭
吉
と
私
立
教
育
、
関
西
教
授
会
連
合
、
１
０
５
・
１
０
６
号
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
『
西
洋
事
情
』
に
お
け
る
「
文
明
」
と
「
進
歩
」
─
福
沢
諭
吉
の
歴
史
哲
学
序
説
─
、
法
学
研
究
、
第
七
十
六
巻
第
十
二
号
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
福
沢
に
お
け
る
ト
ク
ヴ
ィ
ル
問
題
─
西
南
戦
争
と
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』、
近
代
日
本
研
究
、
第
二
十
二
巻
、
二
〇
〇
六
年
三
月
福
沢
諭
吉
と
Ａ
・
ｄ
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』（
一
）、
甲
南
法
学
、
第
四
十
七
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
六
年
一
年　　　譜
（甲南法学’ １７）５７─３・４
一
月
福
沢
諭
吉
と
Ａ
・
ｄ
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』（
二
）、
甲
南
法
学
、
第
四
十
七
巻
、
第
三
号
、
二
〇
〇
七
年
二
月
近
代
日
本
思
想
史
に
お
け
る
バ
ッ
ク
ル
問
題
（
一
）、
甲
南
法
学
、
第
四
十
八
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
近
代
日
本
思
想
史
に
お
け
る
バ
ッ
ク
ル
問
題
（
二
）、
甲
南
法
学
、
第
四
十
八
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
八
年
二
月
福
澤
諭
吉
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
思
想
、
甲
南
法
学
、
第
四
十
八
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
福
澤
研
究
史
に
お
け
る
伊
藤
正
雄
、
近
代
日
本
研
究
、
第
二
十
五
巻
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
『
平
生
釟
三
郎
日
記
』
に
み
る
大
正
期
一
実
業
家
の
時
代
精
神
、
法
学
研
究
、
第
八
十
四
巻
第
二
号
、
二
〇
一
一
年
二
月
考
証　
文
明
論
之
概
略
─
緒
言
─
、
甲
南
法
学
、
第
五
十
一
巻
第
三
・
四
合
併
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
「
文
明
」
と
「
条
理
」
─
『
現
代
語
訳　
文
明
論
之
概
略
』「
補
注
・
解
題
」
余
禄
─
、
福
澤
諭
吉
年
鑑　
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
３８
平
生
釟
三
郎
と
甲
南
教
育
─
英
国
的
教
育
の
模
索
─
、
甲
南
法
学
、
第
五
十
三
巻
第
四
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
福
澤
諭
吉
に
お
け
る
理
想
的
人
間
類
型
に
関
す
る
一
考
察
─
「
万
物
之
霊
」・「
自
信
自
重
」・「
独
立
自
尊
」
─
、
近
代
日
本
研
究
、
第
三
十
巻
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
福
澤
諭
吉
に
お
け
る
政
治
原
理
の
構
造
と
展
開
─
「
西
欧
近
代
思
想
」
導
入
と
の
関
連
─
（
七
）、
甲
南
法
学
、
第
五
十
四
巻
第
三
・
四
合
併
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
福
澤
諭
吉
に
お
け
る
「
実
学
 
思
想
 
」
と
政
治
─
儒
学
・
蘭
学
・
洋
学
─
、
政
治
思
想
研
究
、
第　
号
、
二
〇
一
四
年
五
月
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
ア
イ
ヂ
ヤ
１４
福
澤
諭
吉
に
お
け
る
政
治
原
理
の
構
造
と
展
開
─
「
西
欧
近
代
」
思
想
と
の
関
連
─
（
八
）、
甲
南
法
学
第
五
十
六
巻
第
三
・
四
号
合
併
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
 （甲南法学’ １７）５７─３・４
〔 
随 
筆 
〕
エ
ッ 
セ
ー
福
沢
と
ミ
ル
、
三
田
評
論
八
四
三
号
、
一
九
八
四
年
一
月
今
な
ぜ
福
沢
諭
吉
な
の
か
外
、
法
学
会
新
聞
、
第　
号
、
一
九
八
五
年
一
月
１７
学
生
時
代
、
学
生
部
だ
よ
り
、N
o.98
 
  
 
、
一
九
八
七
年
二
月
文
部
大
臣　
平
生
釟
三
郎
、
学
園
だ
よ
り
、N
o
 
 .  72  
、
甲
南
大
学
父
母
の
会
会
報
、
一
九
九
〇
年
三
月
ギ
ゾ
ー
英
訳
者
考
、
福
澤
手
帖　
、
一
九
九
二
年
九
月
７４
総
合
研
究
所
に
お
け
る
平
生
釟
三
郎
研
究
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
所
報
、
一
九
九
四
年
六
月
自
著
を
語
る　
『
福
沢
諭
吉
と
西
欧
思
想
─
自
然
法
・
功
利
主
義
・
進
化
論
─
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
三
月
刊
、
甲
南
大
学
図
書
館
報
藤
棚
、Vol.11,
N
o.
 
     
 
  1
、
一
九
九
五
年
四
月
本
の
自
画
像
『
福
沢
諭
吉
と
西
欧
思
想
』、
福
澤
手
帖　
、
一
九
九
五
年
九
月
８６
丸
山
真
男
と
福
沢
諭
吉
と
拙
著
、
福
澤
手
帖　
、
一
九
九
五
年
一
二
月
８７
「
平
生
釟
三
郎
自
伝
」
を
刊
行
し
て
─
読
者
の
ご
教
示
書
評
に
答
え
る
、
学
園
だ
よ
り
、
№　
、
甲
南
大
学
父
母
の
会
会
報
、
一
九
９１
九
六
年
一
二
月
平
生
釟
三
郎
先
生
（
１
８
６
６
─
１
９
４
５
）、
無
記
名
、K
O
N
A
N
E
XPRE
SS
Vol.6,
N
o.1
 
 
 
 
 
  
    
    
    
 
  
、
一
九
九
八
年
四
月
「
人
天
並
立
」
の
社
会
へ
一
歩
前
進
、
ビ
ト
ウ
ィ
ー
ン
臨
時
増
刊
号
、
一
九
九
九
年
六
月
徳
育
問
題
、
あ
る
い
は
教
養
的
知
育
の
復
権
に
つ
い
て
、K
O
N
A
N
E
XPRE
SS
Vol.7
N
o.3
 
 
 
 
 
  
    
    
     
  
、
一
九
九
九
年
一
一
月
自
尊
・
道
理
・
文
明
、
三
田
評
論
一
〇
三
一
号
、
二
〇
〇
一
年
一
月
「
独
一
個
人
の
気
象
」
考
─
福
澤
・
ギ
ゾ
ー
・
ミ
ル
ー
、
福
澤
諭
吉
書
簡
集
月
報
５
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
年　　　譜
（甲南法学’ １７）５７─３・４
甲
南
大
学
と
旧
制
高
校
、
甲
南
学
園
史
資
料
室
年
報
２
０
０
０
・
２
０
０
１
、
二
〇
〇
二
年
三
月
献
呈
の
こ
と
ば
、
甲
南
法
学
、
第
四
十
二
巻
第
三
・
四
合
併
号
、
二
〇
〇
二
年
三
月
バ
ッ
ク
ル
の
顔
、
福
澤
手
帖　
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
１１５
二
〇
〇
二
年
読
書
ア
ン
ケ
ー
ト
、
福
澤
諭
吉
年
鑑　
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
２９
二
〇
〇
三
年
読
書
ア
ン
ケ
ー
ト
、
福
澤
諭
吉
年
鑑　
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
３０
自
由
に
し
て
個
性
を
尊
重
し
人
物
を
作
る
、
大
学
時
報
二
九
四
号
、
二
〇
〇
四
年
一
月
論
文
要
約
「「
天
稟
の
愛
国
心
」
と
「
推
考
の
愛
国
心
」
─
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
問
題
小
考
─
」、
福
澤
諭
吉
年
鑑
　
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
３２
御
挨
拶　
祝
辞
、
甲
空
会　
周
年
記
念
誌
、
二
〇
〇
八
年
二
月
５０
伊
藤
正
雄
文
書
─
甲
南
大
学
日
本
語
日
本
文
学
科
所
蔵
─
、
福
澤
手
帖　
、
二
〇
〇
八
年
六
月
１３７
歴
史
と
は
な
に
か
、
甲
南
大
学
広
域
副
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
、
創
刊
号
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
平
生
釟
三
郎
日
記
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
、
無
記
名
、
案
内
文
、
甲
南
学
園
、
平
生
釟
三
郎
日
記
編
集
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
四
月
平
生
釟
三
郎
日
記
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
、K
onan
Today,
N
o.33
 
           
 
  
 
、
二
〇
〇
九
年
五
月
甲
南
を
巣
立
っ
た
人
々
へ
の
想
い
、
甲
南
学
園
史
資
料
室
年
報
２
０
０
９
、
二
〇
一
〇
年
三
月
平
生
先
生
の
厚
い
想
い
、
甲
南
学
園
史
資
料
室
年
報
２
０
１
０
、
二
〇
一
一
年
三
月
巻
頭
言
、
甲
南
法
学
、
第
五
十
一
巻
第
三
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
『
文
明
論
之
概
略
』
を
読
む
、
無
記
名
、
慶
應
大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
、
慶
應
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
講
座
案
内
文
、
二
〇
一
一
年
九
月
 （甲南法学’ １７）５７─３・４
平
生
先
生
の
人
物
論
、
甲
南
学
園
史
資
料
室
年
報
２
０
１
１
、
二
〇
一
二
年
三
月
甲
南
教
育
へ
の
道
程
、
甲
南
学
園
史
資
料
室
年
報
２
０
１
２
、
二
〇
一
三
年
三
月
共
働
互
助
と
甲
南
大
学
生
協
、
甲
南
大
学
入
学
準
備G
uide
B
ook,
2016
 
  
   
    
    
、
二
〇
一
六
年
二
月
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
モ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
の
平
生
釟
三
郎
、『
平
生
釟
三
郎
日
記
』
第
十
三
巻
附
録
、
甲
南
学
園
、
二
〇
一
六
年
六
月
人
類
の
星
の
時
間
を
求
め
て
、
あ
る
い
は
歴
史
に
お
け
る
近
因
と
遠
因
の
研
究
、
甲
南
学
園
広
告
（
産
経
新
聞
大
阪
本
社
版
朝
刊
）、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
三
日
平
生
精
神
と
武
道
、
甲
空
会
六
〇
周
年
記
念
誌
、
二
〇
一
七
年
一
月
〔
書
評
〕
進
藤
咲
子
著
『「
文
明
論
之
概
略
」
草
稿
の
考
察
』
を
読
む
、
福
澤
諭
吉
年
鑑　
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
２７
「
人
は
万
物
の
霊
」
―
中
村
敏
子
『
福
沢
諭
吉　
文
明
と
社
会
構
想
』
を
読
む
、
政
治
思
想
研
究
、
第
二
号
、
二
〇
〇
二
年
五
月
二
〇
〇
四
年
度
学
界
展
望　
政
治
思
想
（
日
本
・
ア
ジ
ア
）、
年
報
政
治
学
二
〇
〇
四
、
二
〇
〇
五
年
一
月
金
凰
珍
著
『
東
ア
ジ
ア
「
開
明
」
知
識
人
の
思
惟
空
間
―
鄭
観
応
・
福
沢
諭
吉
・
愈
吉
濱
の
比
較
』、
日
本
歴
史
、
第
六
九
四
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
西
村
稔
『
福
澤
諭
吉　
国
家
理
性
と
文
明
の
道
徳
』
を
読
む
、
法
制
史
研
究　
、
二
〇
〇
八
年
三
月
５７
松
田
宏
一
郎
著
『
江
戸
の
知
識
か
ら
明
治
の
政
治
へ
』、
社
会
思
想
史
研
究　
号
、
二
〇
一
〇
年
九
月
３４
初
期
福
澤
研
究
の
一
指
標
─
ア
ル
バ
ー
ト
・
ク
レ
イ
グ
『
文
明
と
啓
蒙　
初
期
福
澤
諭
吉
の
思
想
』
を
読
む
─
、
福
澤
諭
吉
年
鑑　
、
３７
二
〇
一
〇
年
一
二
月
年　　　譜
（甲南法学’ １７）５７─３・４
道
理
の
政
治
思
想
、
政
治
思
想
研
究
、
第　
号
、
二
〇
一
二
年
五
月
１２
二
〇
一
一
年
度
学
界
展
望　
政
治
思
想
（
日
本
・
ア
ジ
ア
）、
年
報
政
治
学
二
〇
一
二
─
Ⅱ
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
〇
一
四
年
度
書
評　
政
治
思
想
史
（
日
本
・
ア
ジ
ア
）、
年
報
政
治
学
二
〇
一
五
─
Ⅰ
、
二
〇
一
五
年
六
月
〔
事
典
項
目
〕
三
浦
梅
園
、
無
記
名
、
大
学
教
育
社
編
『
現
代
政
治
学
事
典
』、
ブ
レ
ー
ン
出
版
、
一
九
九
一
年
、
四
月
安
西
敏
三
『
福
沢
諭
吉
と
西
欧
思
想
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
１
９
９
５
、
黒
田
日
出
男
、
加
藤
友
康
、
保
谷
徹
、
加
藤
陽
子
編
『
日
本
史
文
献
事
典
』、
弘
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
バ
ッ
ク
ル
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ト
ー
マ
ス
（B
uckle,
H
enry
Thom
as
 
    
 
 
         
  
）、
日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
編
『
イ
ギ
リ
ス
哲
学
・
思
想
事
典
』
研
究
社
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
覚
書
、
英
書
手
沢
本
、
福
沢
諭
吉
事
典
編
集
委
員
会
編
『
福
澤
諭
吉
事
典
』、
慶
應
義
塾
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
〔
対
談
・
座
談
会
・
手
引
〕
人
間　
平
生
釟
三
郎
を
語
る　
第
一
回
、
平
生
釟
三
郎
の
総
合
的
研
究
会
、
一
九
八
七
年
七
月
人
間　
平
生
釟
三
郎
を
語
る　
第
二
回
、
平
生
釟
三
郎
の
総
合
的
研
究
会
、
一
九
八
八
年
九
月
I
think,
I
say.
   
 
  
      
学
問
と
は
世
上
に
実
な
き
文
学
を
言
う
に
あ
ら
ず
、
読
売
新
聞
大
阪
本
社
版
、
一
九
九
三
年
二
月
二
三
日
朝
刊
日
本
と
西
洋
の
関
わ
り
を
福
沢
諭
吉
を
軸
に
探
り
出
す
、K
onan
in
K
obe
 
      
  
   
、
一
九
九
七
年
四
月
平
生
釟
三
郎
っ
て
ど
ん
な
人
─
そ
の
人
と
思
想
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
報
第　
号
、
一
九
九
八
年
一
月
２６
 （甲南法学’ １７）５７─３・４
TO
P
I
  
   N  
TE
R
V
IE
W
  
  
  
 
 
建
学
の
理
念
を
今
日
に
生
か
し
、
都
市
型
新
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
人
物
教
育
」
を
実
践
、C
am
pus
Life,
Vol.10
 
  
        
 
    
、 
二
〇
〇
七
年
三
月
〔
学
会
・
研
究
会
報
告
〕
福
沢
諭
吉
の
学
問
観
─
ミ
ル
、
バ
ッ
ク
ル
、
ス
ペ
ン
サ
ー
へ
の
着
眼
─
、
日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
、
一
九
八
一
年
三
月
福
沢
諭
吉
に
於
け
る
イ
ギ
リ
ス
思
想
の
受
容
─
「
私
権
」・「
国
体
」・「
文
明
」
─
、
日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
、
一
九
八
五
年
三
月
明
治
期
に
於
け
る
学
問
と
知
識
人
─
イ
ギ
リ
ス
思
想
導
入
と
の
関
連
に
お
い
て
─
、
近
代
イ
ギ
リ
ス
の
比
較
文
化
史
的
研
究
会
、
一
九
八
八
年
六
月
日
本
思
想
史
に
於
け
る
ウ
ェ
ー
バ
ー
問
題
、
戦
後
日
本
の
社
会
文
化
研
究
会
、
一
九
八
八
年
一
〇
月
初
期
資
本
主
義
と
懐
徳
堂
の
思
想
、
戦
後
日
本
の
社
会
文
化
研
究
会
、
一
九
八
九
年
四
月
福
澤
諭
吉
と
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
、U
tilitarianis
 
   
  
  
m  
（Fifth
E
dition,
London:
Longm
an,
1874
   
  
   
  
       
     
   
    
）
─
手
沢
本
を
通
じ
て
─
、
近
代
イ
ギ
リ
ス
の
比
較
文
化
史
的
研
究
会
、
一
九
八
九
年
七
月
大
学
審
議
会
教
育
部
会
「
審
議
の
概
要
（
そ
の
２
）」
に
お
け
る
論
点
と
問
題
点
、
全
学
共
通
科
目
連
絡
会
、
一
九
九
一
年
一
月
福
澤
諭
吉
に
お
け
る
文
明
開
化
─
バ
ッ
ク
ル
、
ミ
ル
、
ス
ペ
ン
サ
ー
と
の
関
連
、
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
思
想
・
文
化
・
社
会
研
究
会
、
一
九
九
一
年
七
月
ギ
ゾ
ー
文
明
史
の
読
ま
れ
方
─
英
・
米
・
独
・
日
と
の
比
較
に
於
け
る
、
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
思
想
・
文
化
・
社
会
研
究
会
、
一
九
九
二
年
六
月
奢
侈
消
費
小
考
、
日
本
の
経
済
と
企
業
文
化
研
究
会
、
一
九
九
三
年
年　　　譜
（甲南法学’ １７）５７─３・４
近
代
イ
ギ
リ
ス
の
大
衆
社
会
論
と
日
本
、
近
代
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
文
化
研
究
会
、
一
九
九
三
年
一
〇
月
福
澤
諭
吉
に
お
け
る
ス
ペ
ン
サ
ー
問
題
、
近
代
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
文
化
研
究
会
、
一
九
九
四
年
四
月
イ
ン
デ
イ
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
リ
チ
ー
に
つ
い
て
─
福
澤
と
ギ
ゾ
ー
、
そ
れ
に
ミ
ル
、
近
代
イ
ギ
リ
ス
の
思
想
と
文
学
研
究
会
、
一
九
九
六
年
七
月
福
澤
に
於
け
る
「
国
体
」
の
批
判
と
修
正
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
社
会
と
文
化
研
究
会
、
一
九
九
七
年
七
月
福
澤
諭
吉
とF.P.G
.
G
uizot
 
 
 
 
 
  
  
、
そ
し
てJ.S.
M
ill
  
 
 
  
─
「
中
華
」・“  C
ivilization
 
 
  
    ”  
・「
文
明
」
─
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
社
会
と
文
化
研
究
会
、
一
九
九
八
年
一
二
月
福
澤
諭
吉
と
私
立
教
育
、
関
西
教
授
会
連
合
関
西
連
絡
協
議
会
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
丸
山
眞
男
に
お
け
る
福
澤
諭
吉
、
丸
山
眞
男
を
読
む
会
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
日
本
に
お
け
る
「
進
歩
」
の
観
念
の
導
入
と
展
開
─
維
新
期
か
ら
憲
法
体
制
確
立
期
を
中
心
に
─
、
日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
、
二
〇
〇
三
年
三
月
福
澤
諭
吉
の
歴
史
哲
学
─
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
歴
史
思
想
と
の
関
連
、
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
研
究
会
、
二
〇
〇
三
年
六
月
ギ
ゾ
ー
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
史
』
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
、
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
研
究
会
、
二
〇
〇
四
年
六
月
福
澤
諭
吉
と
明
治
憲
法
体
制
、
戦
後
民
主
主
義
研
究
会
、
二
〇
〇
四
年
六
月
平
生
釟
三
郎
の
国
際
政
治
観
、
甲
南
学
園
平
生
釟
三
郎
研
究
会
、
二
〇
〇
四
年
七
月
明
治
憲
法
制
定
期
に
於
け
る
Ｗ
・
バ
ジ
ョ
ッ
ト
『
英
国
憲
政
論
』、
明
治
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
研
究
会
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
福
沢
に
お
け
る
ト
ク
ヴ
ィ
ル
問
題
─
西
南
戦
争
と
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』、
関
西
政
治
思
想
講
書
会
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
福
沢
に
お
け
る
ト
ク
ヴ
ィ
ル
問
題
─
西
南
戦
争
と
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』、
慶
應
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
 （甲南法学’ １７）５７─３・４
一
二
月
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
月
七
日
〜
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
十
一
月
二
五
日
の
平
生
釟
三
郎
（
四
八
〜
四
九
歳
）、
甲
南
学
園
平
生
釟
三
郎
研
究
会
、
二
〇
〇
六
年
三
月
「
武
士
道
」
の
現
在
、
道
徳
哲
学
の
現
在
研
究
会
、
二
〇
〇
六
年
六
月
福
沢
に
お
け
る
バ
ッ
ク
ル
問
題
、
明
治
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
研
究
会
、
二
〇
〇
六
年
七
月
書
評
『
西
周
と
日
本
の
近
代
』、
成
蹊
大
学
思
想
史
研
究
会
、
二
〇
〇
六
年
九
月
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
一
二
月
一
六
日
〜
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
三
月
三
一
日
の
平
生
釟
三
郎
（
五
〇
─
五
一
歳
）、
甲
南
学
園
平
生
釟
三
郎
研
究
会
、
二
〇
〇
七
年
七
月
福
澤
諭
吉
『
文
明
論
之
概
略
』
再
読
、
現
代
政
治
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
七
月
『
文
明
論
之
概
略
』
を
読
む
、
福
澤
諭
吉
協
会
、
二
〇
一
一
年
二
月
平
生
釟
三
郎
に
お
け
る
企
業
統
治
問
題
と
甲
南
教
育
、
国
際
犯
罪
学
会
、
二
〇
一
一
年
八
月
『
文
明
論
之
概
略
』
を
読
む
、
慶
應
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
講
座
、
二
〇
一
一
年
九
月
〜
一
二
月
福
澤
諭
吉
と
蘭
学
、
関
西
政
治
思
想
講
書
会
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
〔
討
論
〕
平
生
釟
三
郎
っ
て
ど
ん
な
人
─
そ
の
人
と
思
想
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
、
一
九
九
八
年
一
月
　
世
紀
の
幕
開
け
と
日
本
人
の
国
際
情
勢
認
識
、
日
本
政
治
学
会
二
〇
一
三
年
度
研
究
大
会
、
二
〇
一
三
年
九
月
２０
〔
講
演
〕
福
沢
諭
吉
、
甲
南
大
学
春
期
公
開
講
座
、
一
九
八
四
年
五
月
現
代
宰
相
論
、
甲
南
大
学
秋
期
公
開
講
座
、
一
九
八
九
年
一
二
月
福
澤
諭
吉
に
お
け
る
国
際
理
解
─
あ
る
開
国
経
験
の
思
想
史
と
し
て
─
、
あ
こ
う
市
市
民
大
学
講
座
、
一
九
九
三
年
三
月
福
沢
諭
吉
の
見
た
イ
ギ
リ
ス
、
甲
南
大
学
夏
期
公
開
講
座
、
一
九
九
四
年
七
月
地
方
自
治
に
お
け
る
住
民
意
識
の
変
化
、
鳥
取
県
自
治
研
修
所
、
一
九
九
七
年
五
月
平
生
釟
三
郎
の
教
育
理
念
と
経
済
思
想
、
東
京
甲
友
会
、
一
九
九
九
年
五
月
若
者
に
か
け
た
大
正
時
代
、
甲
南
学
園
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
福
澤
諭
吉
─
「
独
立
自
尊
」
の
真
実
と
は
─
、
芦
屋
市
市
民
講
座
、
二
〇
〇
七
年
九
月
平
生
釟
三
郎
と
大
正
自
由
教
育
、
東
京
甲
南
会
、
二
〇
〇
八
年
二
・
三
月
『
平
生
釟
三
郎
日
記
』
刊
行
に
あ
た
っ
て
、
東
京
甲
南
会
旧
制
部
会
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
平
生
釟
三
郎
の
教
育
理
念
、
学
長
懇
談
会
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
日
本
思
想
史
研
究
に
お
け
る
福
本
和
夫
（
北
栄
町
出
身
）
─
『
日
本
ル
ネ
ッ
サ
ン
史
論
』
を
中
心
に
─
北
栄
町
図
書
館
、
二
〇
一
四
年
三
月
平
生
釟
三
郎
と
甲
南
教
育
、
甲
南
小
学
校
、
二
〇
一
六
年
一
月
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
モ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
の
平
生
釟
三
郎
、
甲
南
学
園
、
二
〇
一
六
年
六
月
平
生
釟
三
郎
と
甲
南
学
園
、
甲
南
大
学
春
期
公
開
講
座
、
二
〇
一
六
年
六
月
 （甲南法学’ １７）５７─３・４
〔
資
料
紹
介
（
単
）〕
福
沢
手
沢
本A
.d.
Tocqueville,
 
 
 
         
 
D
em
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in
A
m
eric
 
  
        
  
 
   
a  ,
T
ransl.
B
y
H
enry.
Reeves
 
        
   
     
      
再
現
、
法
学
研
究
、
第
五
十
四
巻
第
一
号
、
一
九
八
一
年
一
月
福
沢
手
沢
本A
.d.
Tocqueville,
 
 
 
         
 
D
em
ocracy
in
A
m
eric
 
  
        
  
 
   
a  ,
T
r.
B
y
H
.
Reeve
 
   
 
   
 
     
再
現
、
福
澤
諭
吉
年
鑑
９
、
一
九
八
二
年
一
二
月
福
沢
手
沢
本J.S.
M
ill,
  
 
 
   U
tilitarianism
 
   
  
  
 
再
現
（
一
）、
法
学
研
究
、
第
五
十
六
巻
第
六
号
、
一
九
八
三
年
六
月
福
沢
手
沢
本J.S.
M
ill,
  
 
 
   U
tilitarianism
 
   
  
  
 
再
現
（
二
）、
法
学
研
究
、
第
五
十
六
巻
第
七
号
、
一
九
八
三
年
七
月
福
沢
手
沢
本J.S.
M
ill,
  
 
 
   U
tilitarianism
 
   
  
  
 
再
現
（
三
・
完
）、
法
学
研
究
、
第
五
十
六
巻
第
八
号
、
一
九
八
三
年
八
月
平
生
釟
三
郎
『
自
叙
伝
』（
一
）、
甲
南
法
学
、
第
二
十
七
巻
第
三
・
四
合
併
号
、
一
九
八
七
年
三
月
平
生
釟
三
郎
『
自
叙
伝
』（
二
）、
甲
南
法
学
、
第
二
十
八
巻
第
二
号
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
平
生
釟
三
郎
『
自
叙
伝
』（
三
）、
甲
南
法
学
、
第
二
十
八
巻
第
三
号
、
一
九
八
八
年
二
月
平
生
釟
三
郎
『
自
叙
伝
』（
四
）、
甲
南
法
学
、
第
二
十
八
巻
第
四
号
、
一
九
八
八
年
三
月
平
生
釟
三
郎
『
自
叙
伝
』（
五
）、
甲
南
法
学
、
第
二
十
九
巻
第
一
号
、
一
九
八
八
年
六
月
平
生
釟
三
郎
『
自
叙
伝
』（
六
）、
甲
南
法
学
、
第
二
十
九
巻
第
三
・
四
合
併
号
、
一
九
八
九
年
三
月
平
生
釟
三
郎
『
自
叙
伝
』（
七
・
完
）、
甲
南
法
学
、
第
三
十
巻
第
一
号
、
一
九
八
九
年
九
月
平
生
釟
三
郎
論
説
論
考
集
─
『
拾
芳
』
第
一
号
〜
第
十
号
よ
り
─
、
甲
南
法
学
、
第
三
十
七
巻
第
四
号
、
一
九
九
七
年
四
月
平
生
釟
三
郎
論
説
論
考
集
─
『
拾
芳
』
第
十
一
号
〜
第
二
十
三
号
よ
り
─
、
甲
南
法
学
、
第
三
十
九
巻
三
・
四
合
併
号
、
一
九
九
九
年
三
月
年　　　譜
（甲南法学’ １７）５７─３・４
〔
資
料
紹
介
（
共
）〕
日
本
近
代
思
想
大
系　
　
学
問
と
知
識
人
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
六
月
１０
〔
解
説
・
校
訂
・
註
〕
平
生
釟
三
郎
自
伝
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
三
月
『
平
生
釟
三
郎
日
記
』
第
一
巻
、
甲
南
学
園
、
二
〇
一
〇
年
三
月
福
澤
諭
吉
著
・
伊
藤
正
雄
訳
『
現
代
語
訳　
文
明
論
之
概
略
』、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
九
月
『
平
生
釟
三
郎
日
記
』
第
二
巻
、
甲
南
学
園
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
『
平
生
釟
三
郎
日
記
』
第
三
巻
、
甲
南
学
園
、
二
〇
一
一
年
七
月
〔
翻
訳
（
共
）〕
Ｓ
・
コ
ー
ル
バ
ー
グ
著
『
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
比
較
歴
史
社
会
学
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
九
年
六
月
